
２０１７年度 年主題〈愛されて育つ〉
1･2歳児４月主題 ｢であう｣ 3･4･5歳児４月主題 「出会う」

月のねがい 月のねがい

◎保育者の祈りを通して神さまと出会う ◎祈りを通して神さまと出会う

◎新しい環境や保育者に親しみを感じる ◎保育者にあたたかく受け入れられ、安心して過ごす

◎保育者に守られて安心して過ごす ◎保育者と保護者が信頼関係を築く

４月の行事予定

7 日(金) 始園式（１号午前保育）

10 日(月)～ 1 号新入園児慣らし保育

15 日(土) 入園式・新年度クラス会

17 日(月) 一日保育開始（1 号新入園児）

26 日(水) 交通安全教室

27 日(木) 弁当日

田植え

今月の聖句 「わたしは、よみがえりです。いのちです。」

ﾖﾊﾈ 11:5
今月のテーマは「いのち」です。フィジカルないのちには限界がありますが、霊のいのちは永遠です。人は

だれもいつかは肉体の生活が終り、霊的な世界に移されます。しかし、その個人個人の霊魂は永遠に

存在します。創造主である神とともに過ごします。「ひと神の民となり、神ひととともにいます」（黙示録２１

章）と約束されています。また、霊の世界は飲食ではなく、喜びと感謝の世界。病や苦しみもなく、神を讃

め称えつつ過す世界です（ローマ人への手紙１４章）。その保証として、キリストさまは十字架に懸かり、石

の墓に葬られ、三日目に復活してくださいました（復活祭をイースターとも言います）。

４月は新入学・新入社の季節。また、復活祭を祝う季節でもあります。卒園された皆さんは１年生とな

ってそれぞれの学校へ入学し、新しい友だち、新しい先生と出会います。社会人となって新しい職場に

入る人もいます。新しい家庭を築く人もいます。人それぞれの生業が神様に祝福され、守られますようにお

祈りします。そして、永遠の命を信じ、人生の完成に至らせて下さる神のご計画を信じて歩みましょう。

長い眠りから覚め、桜や百合の花は私たちに命の永遠性を教えてくれるようです。

前理事長 池田公榮
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キ リ ス ト 教 保 育 と は 新制度における注意点

乳幼児期は人間の生涯の基礎が形成される時期で、この時 ○１号認定こども：３歳以上の教育標準時間利用のこども

に培われたものが生涯の生き方の基板となると言われています ２号認定こども：３歳以上の保育標準時間利用及び保育短

この大切な時期の子どもたちの成長に関わりを持つ保育者と 時間利用のこども

て、使命の重さを思わずに入られません。 ３号認定こども：３歳未満の保育標準時間利用及び保育短

キリスト教保育では、子どもも大人も神によって創造され 時間利用のこども

生命を与えられた、一人ひとりがかけがえのない存在であり ○保育料・・・各家庭の市民税所得割額に対応した利用料と

神の恵みの中に生かされていると考えられています。 なります。１号認定では小学校３年までの兄姉がいる場

目に見えない神の愛を子どもたちに知らせるのは大変難し 合は、在園長子は半額、在園次子は無料となります。２

ことですが、キリスト教保育を通して、見えない神の恵みを 号・３号認定では、在園児のみの次子から半額、無料と

じ、神の導きに信頼して幼児なりの思いを持つことができる なります。なお、すべての認定で、本年度から年収３６

うになるのです。 ０万円未満の世帯は、兄姉の年齢制限が撤廃され、その

乳幼児期は親や保育者のあたたかな愛ある養護を受けるこ 中の１人親世帯は在園長子は半額、在園次子は無料とな

によって、信頼感が芽生え安定します。このような安定感は るなど拡充されました。

集団生活での友だちや周囲の大人たちとの人間関係にも影響し ○給食費

人に愛され受入れられていることによって、互いに愛し合う １号認定は給食実費全額、２号認定は主食分の実費が必

わりの世界を経験し、神の愛を知る素地が養われていきます。 要となります。

キリスト教保育の目的は、神に愛されている自分を知り、 ○一時預かり（幼稚園型）

の愛に応答して生きるものとなると共に、他者もまた神の愛 市の「地域子ども・子育て支援事業」としての従来幼稚

れる存在であることに気づき、よき隣人として生活できるよ 園で実施していた在園児の預かり保育です。

になることであり、「生活のすべてを通して伝えられていく ○満３歳児の扱い

ということができます。 満３歳到達前に１号もしくは２号の選択確認手続きをし

抜粋 ていただきます。

『新・キリスト教保育者必携』より ○ふれあいあそび

未就園児の親子登園で、保育やあそびを体験できるプロ

グラム。

「先生、見て見て、ぼく青いネームをもらったよ！」

４月、あい組からのぞみ組に進級した子が、私の所に飛

び込んできました。

「クライミングもできるかも！だって、もうのぞみ組だも

ん!」。そう言うと、クライミングにへばりつき、右の手を伸
ばし、左の手を替え、右足、左足・・・と順番に、そして慎重に

挑戦していきました。見ているこちらも力が入ります。クラ

イミングの頂点には” 100 点”の印がついています。子ども
たちはその印をめがけて懸命に登ります。その子が時間を

掛けて手を伸ばし、ようやくその印に手が届いたときの喜

びといったらそれはすごいものでした。「ヤッター!!」先生
とハイタッチをし、お友だちと喜び合い、意気揚々となりま

した。

喜んだのもつかの間、始まりの時間になると、少し重い

表情で座っていました。保育室が変わり、周りの友だちの

数ももかなり増え、かばんを片付けるロッカーも変わって

います。環境の変化にいくらか不安もあるのかと察すると

ころでした。

さあ、始園式です。進級した子どもたち一人一人に進級合

格証を作成しました。（小さいですが、お帳面にはさんで持

ち帰ります）共に進級できたことをみんなで喜び、今年度

一年が子どもたちにとって健やかな成長の時となりますよ

う、祈りつつ応援していきたいものです。保護者の皆様も

一緒に、子どもたちの成長を喜び、楽しんでまいりましょ

う。本年度も宜しくお願い致します。 園 長

5月の行事予定

8 日～ 12 日 家庭訪問(３才以上）

10 日(水) 誕生会(4･5 月生れ)

11 日(木) 弁当日

21 日(土) 親子遠足・父母会総会




